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増
加
に
対
応
す
る
倉
庫
や
宿
舎
の
確
保
、「
ま

ち
ぶ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
ま
ち
な
か

の
魅
力
磨
き
や
賑
わ
い
の
再
生
、
水
産
練
り

製
品
の
商
品
開
発
、
長
崎
留
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
開
設
へ
の
支
援
等
に
取
り
組
み
、「
長

崎
都
市
経
営
戦
略
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

お
い
て
目
指
す
「
世
界
に
、
日
本
に
誇
る
国

際
都
市
長
崎
」
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ら
な

る
地
域
経
済
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
長
崎
サ
ミ
ッ
ト
と
は
、
地
域
経
済
活
性
化
の
観
点

か
ら
長
崎
地
域
の
発
展
を
目
指
し
、
経
済
４
団
体
、

長
崎
大
学
、
県
及
び
市
の
産
学
官
で
構
成
さ
れ
る
長

崎
都
市
経
営
戦
略
推
進
会
議
の
ト
ッ
プ
会
議
。
半
年

に
１
回
程
度
開
催
さ
れ
る
。

長
崎
―
伊
王
島
―
高
島
航
路
の
今

後
の
見
通
し

問　
伊
王
島
大
橋
の
架
橋
後
、
航
路
利
用

者
が
大
幅
に
減
少
し
た
中
、
路
線
バ
ス
の
運

行
が
開
始
さ
れ
、
ま
た
、
長
崎
汽
船
と
や
す

ら
ぎ
伊
王
島
と
が
契
約
し
て
い
る
船
舶
席
貸

し
契
約
も
解
除
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

今
後
の
伊
王
島
、
高
島
航
路
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答　
長
崎
と
伊
王
島
・
高
島
を
結
ぶ
航
路

は
、
伊
王
島
大
橋
の
架
橋
に
伴
い
利
用
者
が

大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
今
後
の
航
路
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
伊
王
島
・
高
島
地
区
の
住

民
の
代
表
者
、
国
、
県
及
び
航
路
事
業
者
な

ど
で
構
成
す
る
「
長
崎
県
離
島
航
路
対
策
協

業
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
は
蚊
焼
工
区
の

拡
幅
整
備
が
完
了
し
、
引
き
続
き
残
り
の
区

間
の
拡
幅
事
業
を
進
め
て
い
る
。
次
に
、
野

母
崎
宿
線
は
、拡
幅
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、

用
地
調
査
等
に
時
間
を
要
し
て
い
る
区
間
が

あ
る
。
ま
た
、
県
道
深
堀
三
和
線
は
、
地
形

の
問
題
で
事
業
化
に
至
っ
て
い
な
い
区
間
が

あ
る
。
次
に
、
長
崎
外
環
状
線
は
、
昨
年
新

戸
町
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
暫
定
２
車
線

で
供
用
を
開
始
し
、
県
が
こ
れ
に
続
く
区
間

の
整
備
手
法
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
道
路
整
備
に
係
る
協
議
会
や

地
元
と
道
路
の
予
算
確
保
に
つ
い
て
国
へ
要

望
す
る
と
と
も
に
、
各
路
線
の
早
期
整
備
に

つ
い
て
積
極
的
に
県
へ
働
き
か
け
た
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
拡
充
と

耐
震
化
事
業
等

問　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
は
既
存
住
宅

の
質
の
向
上
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
経
済

活
性
化
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
制
度
の
継
続
及
び
内
容
拡
充
の

考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
継
続
に
よ
り
耐
震

化
工
事
等
も
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
見

解
を
伺
い
た
い
。

答　
本
制
度
の
事
業
効
果
を
検
証
す
る
た

め
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、

本
制
度
は
リ
フ
ォ
ー
ム
誘
発
効
果
が
あ
り
、

施
工
業
者
の
売
り
上
げ
に
一
定
の
効
果
が
あ

っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
制
度
の
継

議
会
長
崎
市
域
分
科
会
」
を
平
成
23
年
12
月

に
設
置
し
、
航
路
維
持
の
た
め
の
経
費
削
減

策
等
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。
運
航

便
の
見
直
し
や
、
船
舶
席
貸
し
契
約
解
除
な

ど
、
航
路
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し

い
が
、
高
島
地
区
の
住
民
に
と
っ
て
本
土
へ

の
唯
一
の
交
通
機
関
で
あ
り
、
伊
王
島
・
高

島
の
地
域
振
興
や
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
も

重
要
な
生
活
航
路
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

の
で
、
今
後
と
も
住
民
、
航
路
事
業
者
及
び

行
政
の
連
携
に
よ
り
、
維
持
、
確
保
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

明
政
・
自
由
ク
ラ
ブ

長
崎
半
島
地
域
の
道
路
交
通
網

問　
長
崎
半
島
の
大
動
脈
で
あ
る
国
道
499

号
を
は
じ
め
、
半
島
内
の
幹
線
道
路
網
を
形

成
す
る
主
要
地
方

道
野
母
崎
宿
線
、

一
般
県
道
深
堀
三

和
線
の
整
備
状
況

及
び
長
崎
外
環
状

線
の
整
備
計
画
に

お
け
る
市
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
国
道
499
号
は
、
道
路
管
理
者
の
県
が

江
戸
町
か
ら
野
母
町
ま
で
の
区
間
の
改
良
事

続
・
拡
充
に
つ
い
て
は
、
市
民
や
業
界
の
意

見
を
受
け
止
め
つ
つ
、
経
済
状
況
の
動
き
や

補
助
の
効
果
、
財
政
状
況
等
を
見
極
め
な
が

ら
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
住
宅
政

策
の
課
題
と
し
て
、
住
宅
の
耐
震
化
等
の
促

進
や
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
、
既

存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

現
在
の
補
助
は
、

経
済
活
性
化
と
既

存
ス
ト
ッ
ク
の
活

用
に
は
一
定
つ
な

が
っ
て
い
る
も
の

の
、
他
の
課
題
に

対
す
る
効
果
に
も

つ
な
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

い
じ
め
防
止
条
例
の
制
定
の
考
え
方

問　
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
今
回
の
緊

急
調
査
に
お
け
る
、
本
市
の
い
じ
め
の
認
知

件
数
等
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
い

じ
め
防
止
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
考
え

は
な
い
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　
全
国
の
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
４

月
か
ら
９
月
ま
で
に
、
13
万
883
件
の
い
じ
め

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
市
立
小
中
学

校
の
認
知
件
数
は
564
件
で
あ
り
、
生
命
や
身

▲拡幅工事を行っている国道499号


